























 1.2 開始までの課題 
協定文書の付属書において、集中プログラムについては定員を 12 名以内と定めた。複数ク
ラスの運営は困難であることと、学内宿舎の収容人数の都合からである。定員を超える応募者
















































 概要  
プログラムの
























































































































































































































































































































JAPANESE 2013 in Aichi 
３．スケジュール 
・日本語授業の教室：文化交流室Ａ  7/3水,7/5金：文化交流室Ｂ 


















7/1 月  9:30 開講式・オリエンテーション ＰＣ研修 学外案内   
7/2 火 日本語１（米勢） 日本語２（米勢）     
7/3 水 日本語３（米勢） 日本語４（米勢） 歓迎会モリコロパ-ク Ｊカフェ：AB  交流室B 
7/4 木 Ｊカフェ；A Ｊカフェ：B     
7/5 金 日本語５（中道） 日本語６（中道） ★１（中道）   交流室B 
7/6 土 7/7 日   
7/8 月 ★２（ポープ） 日本語７（米勢） 日本語８（米勢）    
7/9 火 8:50 陶磁美術館（ソックス持参）   
7/10 水 日本語９（米勢） 日本語10（米勢） Ｊカフェ：A Ｊカフェ：B   
7/11 木 Ｊカフェ：B Ｊカフェ：A     
7/12 金   ★３（中道） 日本語11（中道） 日本語12（中道） →ﾎｰﾑｽﾃｲ
7/13 土 7/14 日 ホームステイ  
7/15 月 日本語13（米勢） 日本語14（米勢）   ★４（亀井）：B  
7/16 火 ★５（宮谷） 日本語15（米勢） 日本語16（米勢）    
7/17 水  9:30 長久手市立南小学校／エコハウス   
7/18 木 Ｊカフェ：A  B→ Ｊカフェ ★４(亀井) ←A    
7/19 金 日本語17（中道） 日本語18（中道）     
7/20 土 7/21 日 8:00 名古屋駅ナナちゃん人形前集合→京都旅行  
7/22 月 日本語19（米勢） 日本語20（米勢）     
7/23 火 日本語21（米勢） 日本語22（米勢）  ★６（半谷）   
7/24 水 日本語23（中道） 日本語24（中道） Ｊカフェ：B Ｊカフェ：A   
7/25 木 Ｊカフェ；B Ｊカフェ：A  【あいちの会】   
7/26 金 8:50 豊田市防災学習センター／トヨタ自動車工場   
7/27 土 7/28 日   
7/29 月 日本語25（米勢） 日本語26（米勢）     
7/30 火 日本語27（米勢） 日本語28（米勢）     
7/31 水 日本語29（米勢） 日本語30（米勢）     
8/1 木 日本語31（黒野） 日本語32（黒野）     
8/2 金 日本語33（中道） 日本語34（中道）     
8/3 土 8/4 日   
8/5 月 日本語35（米勢） 日本語36（米勢）     
8/6 火 日本語37（米勢） 日本語38（米勢）     
8/7 水  11:00 ポスター発表  14:00 ポスター発表    
8/8 木 日本語39（黒野） 日本語40（黒野）     
8/9 金  10:00 修了式・スピーチ ←多目的ホール／ 修了パーティ (ー生協)  →ﾎｰﾑｽﾃｲ
8/10 土 8/11 日 ホームステイ  
























2.1 日本人学生との交流 －授業内討論など 
日本語授業の中での日本人学生との討論は、以下のようなテーマで行われた。 
7 月 5 日（金）1 限【中道】：大学生活（シベリアと日本） 
7 月 10 日（水）1 限【米勢】：シベリアと日本（地理的なものや生活習慣など） 
7 月 16 日（火）2 限【米勢】：学校制度（シベリアと日本） 
7 月 24 日（水）1 限【中道】：週末のプランを考える 
8 月 1 日（木）1 限【黒野】：日本の思い出の品 





























































































































































































































































































































7 月 5 日（金



































































































































































また、7 月 12 日（金）～14 日(日)および 8 月 9 日（金）～11 日(日)、長久手市内において、




















学外見学は以下の 3 日で、5 カ所を訪問した。 
7 月 9 日（火）午前【中道・桑村】午後【中道・東】：愛知県陶磁美術館（2.2 で言及） 
7 月 17 日（水）午前【米勢・中道】：長久手市立南小学校 
午後【米勢・中道・東】：ながくてエコハウス 
7 月 26 日（金）午前【黒野・桑村】：豊田市防災センター 
午後【黒野・桑村】：トヨタ自動車工場 



































































































































































年 7 月 18
013/07/18】
ついて 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































       











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































       
 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 3.1 教育プログラム 
 シベリア連邦大学の引率職員によれば、プログラム内容については大きく満足が得られたよ
うである。日本語学校のような単純な知識の詰め込みではなく知的水準も高く、学生との交流
を伴うといった点が高く評価された。しかし、多岐にわたる教育活動の実施において、日程や
宿題の情報の混乱が生じるなど、細部においてトラブルがいくつかあった。 
そのことの大きな要因として、このプログラムに関わる専属の事務職員が配置されなかった
ことがある。教室準備や細かい連絡、授業風景の写真撮影など、細々とした仕事を行うアルバ
イト職員の雇用分の経費も、今後はプログラム費に計上すべきであろう。 
また別の要因として、学内宿舎におけるインターネット環境が整わないことがあげられた。プ
ログラム初日に、学生の持参した PC やスマートフォン端末につなぐ設定の説明会を行ったに
もかかわらず、学内でうまく無線 LAN に接続できなかったり、宿泊施設ではなおさら調子が悪
い状況であったことが、manaba への課題アップの期限が守れなかったり、連絡が伝わらなかっ
たりといったことにつながったようである。この件は、留学生にとって大きなストレスとなっていた。
キーボードの仕様の違いもあるため、留学生受入に際してはできるだけ持参した PC が使用で
きる環境を整える必要があるであろう。 
とはいえ、集合時間や場所といった予定変更などの緊急かつ重要な連絡は、インターネット
には頼らず、たとえば国際交流室前に「掲示板」設置をするのが確実な対策だというのが、反
省点としてスタッフ間であげられた。  
 本学学生の参加のしかたは、2.6 でも言及したように、積極的でおおむね好評であった。た
だし問題点としては、ボランティアとして交流活動に登録したにもかかわらず、無断欠席が数
件生じたことである。とりまとめ担当の筆者から注意の連絡をしても、そのまま返事のない学生
もあり、こうした点については、社会的責任にも通じる自覚を促すための指導を事前に厳しくす
る必要性を感じた。7 月末が本学の前期試験週間と重なることも配慮しつつ、プログラムの日
程を工夫する必要もあるのかもしれない。 
 
3.2 運営体制 
 宿舎としては、学内の非常勤講師宿舎および学長公舎を利用した。到着当日、利用ルール
について事務職員より詳細に説明したにもかかわらず、後になって、ゴミの出し方など、いくつ
かのトラブルが生じた。決して悪意によるものではないが、今後は「常識的判断」や「口約束」
には頼らず、文書で情報を伝える必要性があろう。今回は引率の職員が同伴していたが、今
後は必ずしもそうではないことも考え合わせると、学生の自覚をくりかえし促すことも重要であ
る。 
 また、今回のように外部団体との協力によってプログラムを実施する場合、教育プログラムに
関する打合せと、事務的な連絡体制と双方に責任者を決めておかなければならないことも実
感した。実施責任者が全て把握する義務はもちろんあるが、メールや電話で約束したことを失
 
念する場面があり、筆者自身の大きな反省点となっている。陳謝したものの、今後の交流に悪
影響を及ぼさないかと心配になった。 
 
４． まとめ 
 以上、全学的な取り組みとして実施された、2013 年度シベリア連邦大学短期研修受入プロ
グラムについて、教育実践内容と大学の体制の双方について、まとめと課題を報告した。教育
面から言えば、相互交流型のプログラムは、本学学生にとっても協定大学にとっても大きなメリ
ットがある。今後、より本学の留学制度が充実するよう、派遣、受入双方の体制を強化すべく、
こうした実践を重ねていく必要性があろう。 
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